
令和３年度重点事業

主な事業
「ＩＴを活用した心が通う便利で心豊かな田舎暮らし」の実現に向け
「心豊かに暮らせるまちづくり」「安心のまちづくり」「活力あるまちづくり」
の３つの重点施策への取り組み

浸水・治水対策の推進

地方創生拠点整備事業

まいづる特産品の推進

幹線道路整備事業

京都舞鶴港を活かした
産業等の振興

橋りょう長寿命化事業

１人１台のタブレット端末と高速通信ネットワークを
活用した質の高い授業を実践するための環境整備による
GIGAスクール構想を推進するとともに、学校と保護者間
の連絡体制強化・効率化するためのアプリを導入しました。

子育て交流施設「あそびあむ」の施設改修などの子育
て環境の充実を図るとともに、認定こども園などにおい
て、乳幼児教育の質向上への取り組みを実施しました。

市民の健康増進と多様な交流・にぎわいの拠点を目指し、
多世代交流施設「まなびあむ」の会議室などの設備整備を
行いました。

台風や大雨などに備え、
内水排水ポンプ施設の整備
や河川・水路などにある排
水口への逆流防止施設の設
置などの浸水被害対策を実
施しました。

大浦地域との幹線になっているクレインブリッジ修繕のほか、
橋りょう長寿命化修繕計画に基づく点検や修繕を実施しました。

ＩＴを活用したスマート農業や次世代を担
う農業者の育成を行いながら、まいづる産品
の開発やブランド力向上に取り組みました。

舞鶴医師会などの協力のもと、休日急病
診療所を毎週日曜日に開設するほか、市内
公的3病院による休日救急診療を輪番制で
実施しました。

本庁と西支所にマイナンバーカー
ドを使って住民票の写しを取得で
きる自動発行機を設置したほか、
転出入や転居などの一連の手続き
の際に何度も住所や氏名を書かず
に済むシステムを導入するなど、
市役所窓口の利便性が向上しまし
た。

高齢者が健康でいられるよう、健康状態の把
握などの保健事業と交流の場への積極的な関
与や、外出支援などの介護予防事業を一体的に
取り組みました。

赤れんがパーク周辺一帯を、日本海側を代表する一大交
流拠点とするための整備事業に取り組んだほか、次世代の
社会基盤となるような幹線市道の整備や京都舞鶴港の人流・
物流拡大に取り組みました。

下水道会計・土木費
6億6,546万円

総務費
5億5,448万円

農林水産業費・商工費
4,790万円

土木費
5億2,850万円

商工費
1,998万円

土木費
1億9,805万円

救急医療体制の
確保

衛生費
8,567万円

まいづる冬グルメキャンペーン・地域
商品券・飲食店応援クーポン関連事業

新型コロナウイルスワクチン
接種関連事業

スマート窓口の
推進

総務費
5,410万円

未来を拓く学びの環境整備や
学校と家庭との連絡体制強化の推進

教育費
1億38万円

子育てにやさしいまちづくり
や保育所等ＩＣＴ化の推進

民生費
2,239万円

総務費
2,169万円

高齢者の健康支援 民生費・衛生費
3,745万円

０歳から就学前までの
一貫した子どもの育ちや
学びを支援する
教育・保育体制の推進

民生費・教育費
16億5,434万円

１人１台のタブレット端末を持つ子ども達

整備中の大手ポンプ場

ライトアップされた赤れんが博物館と前庭広場

あそびあむで遊ぶ子ども達

修繕が完了したクレインブリッジ

まいづる特産品「万願寺甘とう」

復旧が完了したクレインブリッジ

認定こども園での保育の様子

休日急病診療所を受診している患者

窓口での申請手続きの様子

ワクチン接種の様子

地域のつながりと
新しい地域コミュニティの創造
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感染症に打ち勝ち乗り越える持続可能な「ビヨンド・コロナ社会の構築」と、
「ＩＴを活用した心が通う便利で心豊かな田舎暮らし」の実現に向けて

ＤＸ関連事業

新型コロナウイルス感染症対策関連事業

農林水産業費・商工費　9,935万円 民生費　5億7,862万円

消費喚起として実施したキャンペーンで
「舞鶴かに®」を食べる観光客

障害児通所給付・相談
支援給付事業

民生費
2億4,746万円
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